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純所得一人当り 純所得 一人当り 純所得 一人当り
(1981年価格）
農業 520.900 643 2. 022. 199 2,244 -0. 06 -0.69 
(2. 044. 392) (2. 524) 
(78. 7%) <42. 2%) 
‘、It"、』
民外 141.290 2.775.347 3.080 9. 94 ’9. 26 
(54. 525) (683) 
(21. 3%) (57. 8%) 
合計 662. 190 818 4. 797.546 5.325 3. 67 3. 02 
(2. 598. 918) (3. 210) 
(100%) (100%) 
稲作 253.950 810. 438 899 -1. 21 -1. 84 
'(96. 685) (1. 232) 
（%農業 48. 8 40. 1) 




















稲作 104 22 127 
野菜作 3 65 6 74 
畑作 6 7 14 
家畜飼養 3 4 
自営業’ ’. ; 5 12 
安定的賃金労働 28 (25) 1(1) 29 (26) 
非安定的賃金労働 12 (9) 28 (21) 4 (2) 4 (32) 
無職 3 3 
























































第二次大戦以後の人口の自然増加率は，年 3%を超す高率である。こ d‘ II'~－期！こは
中，高位田の開田でさえも限界に遣していたーしかし．換金作物栽培ドよって側部
枯渇年確率を17/100 にまで高めえた。これによって年 2%弱の割合で荘村人口のJ~
加を許容しえた。自然増加率との差の分だけは．依然として主たる離村理由であっl
た開拓移住によ勺て離村している。 ｜ 
換金作物の種類は．棉，ケナフ．キャサパ．野菜と変化した．しかし現金所得を
大幅に増加させたのは，何といっても農外雇用であった。そのようになってもよ述
のような状況は，基本的には変化しなかった。すなわち生活水槽は上昇を続け，プ
ロー的所得で計る限り稲作の所得のシ品アーはますます小さ〈なったのであるが，移
出は続き．米の備蓄枯渇年確率は変化さえせずに在村の好ましさを決定し続けた。！
米に依存しない在村人口の増加は，具体的には．本来婚出すべき者．オークヒエ
ンすべき者の良外〈就業不離村〉という形をとる。このようにして同一村内に異種
・の経済構造が砕存することになる。その家計維持の方法が基本的に異なる人口にど
って．それぞれの在村／離村の好ましさを決定する要因も基本的に異なってくる。
備部枯渇年確寧を全在村人口について求めることの意味はなくなる。
5 .聞かれた地平
コラート高原にラーオ人が進出を始めたのは，たかだか18世紀後半である。メコン
河から束に向かう開拓移住者の波の中に置かれた村がドンデーン村である。稲作に
とっての限界地性ゆえに余剰米を恒常的には生産しえないコラート高原に．自給色
の強い生活を保ちながらフロンティアに向かうラーオ系タイ社会は，親族を中心と
した農民の小集団による開拓移住を装置としてもつ。それは．〈ハーナーディー〉
｛「よい田を求めるJの意）と呼ばれる行動である。
ドンデーン村の移出卓越期を通じて．ハーナーディー離村がもっとも重要な離村
理由であり．その散は．毎年平均8人にも上る．ハーナーディーは，村民の誰にと
勺ても身近なものであり．それはラーす系タイ社会のく常態〉であるといってよい。
ハーナーディー離村は．決して貧民の行なうものではない。それは，責任ある世帯
主が将来を見通しして行うひとつの飛阻である。それは，勇気と決断を要し，人々
の敬意と競望を受ける行為である。
東南アジアは．人口調密で．土地が不足し．人口増加に対して農業の集約化だけ
が残された道となっている土地ではない。峨内のさまざまな土地で．さまざまな民
族が耕地拡大によって生活を維持している。ラーオ系タイ社会もそのひとつであり，
そこではハーナーディーが装置として備えられている。
・」 <Th-
